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い
」と
い
う
声
を
紹
介
し
な
が
ら
、
市

の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。

　

市
は
「
市
内
業
者
へ
の
マ
イ
ナ
ス

影
響
を
い
か
に
小
さ
く
す
る
か
が
課

題
。
市
内
商
店
・
事
業
者
に
寄
与
す

る
国
の
施
策
に
つ
い
て
、
周
知
と
積

極
的
な
制
度
活
用
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
市
民
生

活
や
市
行
政
へ

の
影
響
に
つ
い

て
は
、
低
所
得

の
高
齢
者
に
は

10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
。 

市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て
質
問

　

坂
内
議
員
は
、
政
府
の
消
費
動
向

調
査
は
１１
か
月
連
続
低
下
し
て
お
り
、

実
質
賃
金
は
、
６
か
月
連
続
前
年
割

れ
の
も
と
、
日
本
商
工
会
議
所
の
調

査
で
「
今
で
も
消
費
税
の
一
部
を
顧

客
か
ら
も
ら
え
な
い
業
者
が
中
小
小

売
業
で
は
４
割
に
の
ぼ
る
こ
と
」
を

あ
げ
、
市
内
業
者
の
「
こ
ん
な
時
に

増
税
に
な
っ
た
ら
、
や
っ
て
い
け
な
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　１０月から消費税増税分の財源を活用した『幼児教育・保
育無償化」が始まります。
　幼児教育・保育の無償化では、食材料費は無償化の対象
外となり、保護者はあらたに食材料費の実費を負担するこ
とになりました。各市区町村では独自に保育園等に対する
補助を検討することになり、各市区町村間で食材料費の保
護者負担額が異なる状況が生じています。特に財政力の違
う２３区と三多摩地域の自治体との格差が生まれようとして
いることについて東京都に財政支援を求め、提案を行いま
した。
　本会議最終日には、日本共産党、チャレンジ調布２１、社
民党、生活者ネット、次世代・調布、調布の未来をつくる
会の１４対１３の賛成（議長は除く）により可決され、東京都
に意見書を送付しました。

一
般
質
問

坂
　内

　　淳

介
護
保
険
料
軽
減
や
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
な
ど
、
一
定
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。
市
財
政
へ
の
影
響
は
、

本
年
度
の
予
算
編
成
時
か
ら
増
税
を

想
定
し
反
映
し
て
い
る
」
と
述
べ
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

増
税
中
止
が
一
番
の
対
策

　

坂
内
議
員
は
、「
政
府
の
軽
減
策
の

活
用
や
普
及
の
た
め
の
市
の
努
力
は

認
め
る
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
国
費
投
入
に
対
す
る
経
済
効
果

は
、
４
分
の
１
程
度
と
い
う
試
算
も

あ
り
、
複
数
税
率
や
ポ
イ
ン
ト
還
元

な
ど
の
軽
減
策
は
複
雑
で
理
解
も
進

ん
で
い
な
い
、
増
税
中
止
が
一
番
の

対
策
」
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
、

安
倍
政
権
を
支
え
て
い
た
人
た
ち
か

ら
も
、
増
税
中
止
の
声
が
あ
が
っ
て

い
る
こ
と
や
、
国
会
で
は
、
立
憲
民

主
、
国
民
民
主
、
社
民
、
共
産
、
社

会
保
障
を
た
て
な
お
す
国
民
会
議
の

各
党
・
会
派
が
一
致
し
て
、
１０
月
か

ら
の
消
費
増
税
中
止
を
求
め
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

坂
内
議
員
は
「
政
府
は
消
費
税
増

税
分
は
、
社
会
保
障
充
実
に
活
用
す

る
」
と
し
た
答
弁
に
つ
い
て
、「
国
の

税
収
の
推
移
で
み
れ
ば
、
消
費
税
は

法
人
税
減
税
の
代
替
財
源
に
な
っ
て

い
る
の
が
実
態
だ
。
安
倍
政
権
の
も

と
で
、
こ
れ
ま
で
社
会
保
障
費
は
、

総
額
４
兆
２
７
０
０
億
円
も
削
減
さ

れ
て
き
た
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

大
幅
負
担
増
が
あ
き
ら
か

　

坂
内
議
員
は
、
国
民
健
康
保
険
の

負
担
に
つ
い
て
、
今
後
の
国
の
方
針

な
ど
を
質
問
。
市
は
「
収
入
約
７
０

０
万
円
、
４０
代
夫
婦
と
子
ど
も
１
人

の
３
人
世
帯
で
現
行
の
保
険
税
額
は
、

５１
万
９
３
０
０
円
、
東
京
都
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
標
準
保
険
料
率
（
国
保

会
計
の
赤
字
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に

試
算
し
た
保
険
料
率
）
で
は
、
７０
万

５
２
０
０
円
」
と
答
弁
。
今
後
、
国

の
方
針
で
あ
る
「
保
険
税
の
値
上
げ

で
国
保
会
計
の
赤
字
分
を
ゼ
ロ
に
し

ろ
」
を
進
め
れ
ば
、
国
保
税
が
大
幅

に
値
上
げ
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
世
帯
が
、

中
小
業
者
が
加
入
す
る
「
協
会
け
ん

ぽ
」
に
加
入
し

た
場
合
の
保
険

料
は
、
４１
万
１

７
０
０
円
と
い

う
試
算
も
示
さ

れ
ま
し
た
。

い
ま
で
も
高
す
ぎ
て
払
え
な
い

　

不
況
の
も
と
、
支
払
い
能
力
を
超

え
た
税
負
担
が
、
市
民
の
く
ら
し
を

苦
し
め
て
い
ま
す
。
坂
内
議
員
は
、

国
保
税
の
収
納
率
や
滞
納
に
よ
る
差

し
押
さ
え
の
実
態
に
つ
い
て
質
問
。

市
は
「
保
険
税
を
払
え
ず
差
押
え
を

か
け
た
件
数
は
、
平
成
３０
年
度
で
７

５
５
件
・
１
億
４
６
０
０
万
円
余
。

そ
の
う
ち
６
８
３
件
・
１
億
７
０
０

万
円
余
は
十
分
な
資
力
が
な
い
等
の

理
由
で
、
差
押
え
の
執
行
停
止
を
行

っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

多
子
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
策
を

　

ま
た
坂
内
議
員
は
、
多
子
世
帯
の

負
担
軽
減
に
踏
み
出
す
べ
き
と
求
め
、

調
布
市
は
「
多
摩
地
域
で
５
市
が
実

施
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
「
赤
字

を
抱
え
た
市
の
国
保
会
計
で
は
、
多

子
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
に
は
、
国
や

都
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
多
子
世

帯
の
負
担
軽
減
の
制
度
化
を
国
や
都

に
要
望
し
て
き
た
が
、
今
後
も
要
望

活
動
を
続
け
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

■
国
保
会
計
の
赤
字
解
消
を
自
治
体

に
迫
る
国
の
方
針
は
、
市
民
の
暮
ら

し
の
実
態
か
ら
見
て
も
逆
行
し
て
い

ま
す
。
坂
内
議
員
は
、
国
保
税
の
値

上
げ
で
は
な
く
、
国
の
財
政
支
援
の

強
化
で
赤
字
を
解
消
す
べ
き
と
求
め

ま
し
た
。

幼児教育・保育無償化に伴う給食食材費の保護者
負担軽減のため、東京都の支援を求める意見書

日本共産党提案の意見書が可決日本共産党提案の意見書が可決
消
費
税
増
税
・
国
保
税
の
値
上
げ
許
さ
ず

営
業
と
く
ら
し
を
守
る
調
布
市
を

営
業
と
く
ら
し
を
守
る
調
布
市
を

第
３
回
定
例
市
議
会
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■
雨
宮
議
員
は
、「
中
心
市
街
地
街
づ

く
り
の
到
達
点
と
街
づ
く
り
総
合
計

画
後
の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
質
問
。

　

調
布
市
は
こ
れ
ま
で
、
京
王
線
の

地
下
化
に
伴
い
、
中
心
市
街
地
（
京

王
線
の
調
布
、
布
田
、
国
領
の
３
駅

を
含
む
、
東
西
は
鶴
川
街
道
〜
野
川
、

南
北
は
甲
州
街
道
〜
品
川
道
に
囲
ま

れ
た
地
区
）
の
整
備
に
重
心
を
置
い

た
「
中
心
市
街
地
街
づ
く
り
総
合
計

画
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

雨
宮
議
員
は
「
総
合
計
画
が
あ
と

数
年
で
終
了
す
る
が
、
調
布
市
は
そ

の
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
（
全
体
の
将
来
像
）
を
示
す

べ
き
。
そ
の
際
に
地
区
計
画
制
度
を

前
提
に
し
て
、
市
域
全
体
を
視
野
に

入
れ
た
都
市
像
を
描
く
べ
き
」
と
提

案
。
調
布
市
は
「
地
区
レ
ベ
ル
の
都

市
計
画
と
し
て
、
そ
の
地
区
の
地
域

特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
き
め
細
か
な
ル

ー
ル
を
定
め
る
地
区
計
画
制
度
を
活

用
し
て
、
各
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
の
答

弁
で
し
た
。

■
調
布
市
は
、
基
本
計
画
で
「
民
間

活
力
の
導
入
」
を
か
か
げ
、
公
立
保

育
園
や
児
童
館
の
運
営
を
民
間
に
委

託
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
子
ど
も

の
貧
困
な
ど
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く

課
題
が
山
積
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
目
で
子
ど
も
を
見
守
る

べ
き
時
に
、
児
童
館
の
運
営
を
民
間

に
委
ね
る
こ
と
が
、
最
善
な
の
で
し

ょ
う
か
。

　

岸
本
議
員
は
、
市
内
の
児
童
館
の

５０
年
以
上
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
児
童
館
の
果
た
す
役
割
や
、
児

童
館
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
報
告

さ
れ
た
児
童
館
の
体
制
の
充
実
と
、

日
程
優
先
の
拙
速
な
委
託
は
し
な
い

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
令
和

２
年
度
〜
８
年
度
ま
で
に
７
館
を
順

次
民
間
委
託
す
る
こ
と
。
今
後
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
や
子
ど
も

に
関
わ
る
諸
団
体
の
意
見
な
ど
も
参

考
に
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

■
現
在
、
甲
州
街
道
の
キ
ュ
ー
ピ
ー

の
坂
の
下
で
、
共
同
溝
の
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
を
通
る
電

力
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
発
生
す
る
熱
を
冷

や
す
「
水
冷
管
」
を
設
置
す
る
た
め
、

西
つ
つ
じ
ヶ
丘
１
丁
目
の
生
産
緑
地

だ
っ
た
場
所
か
ら
地
下
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
、
甲
州
街
道
に
つ
な
げ
る
冷
却

施
設
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岸
本
議
員
は
６
月
以
降
寄
せ
ら
れ

た
複
数
の
市
民
の
声
を
紹
介
し
、「
民

間
事
業
者
と
住
民
の
問
題
で
あ
っ
て

も
、
施
設
が
公
共
的
な
役
割
を
持
つ

も
の
で
あ
り
、
市
民
の
生
活
環
境
を

守
り
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
努
力

す
べ
き
」と
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
規

模
な
ど
か
ら
、
市
の
中
高
層
建
築
物

の
紛
争
に
か
か
わ
る
条
例
（
略
称
）

の
対
象
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
も

事
業
者
に
助
言
・
要
請
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
も
市
民
と
の
協
議
が
円
滑

に
進
む
よ
う
調
整
を
図
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

■
む
と
う
議
員
は
、
調
布
市
内
の
公

園
の
ト
イ
レ
、
学
校
の
ト
イ
レ
な
ど

の
公
共
施
設
、
個
人
商
店
、
ま
ち
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
民
間
施
設
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

促
進
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

公
衆
ト
イ
レ
は
、
駅
前
な
ど
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

公
園
な
ど
は
「
臭
い
・
汚
い
、
和
式

で
使
い
づ
ら
い
」
ト
イ
レ
が
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。
む
と
う
議
員
は
、
公

園
を
利
用
し
た
り
散
歩
の
途
中
に
、

障
が
い
の
あ
る
方
や
小
さ
い
子
ど
も

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
改
善

を
求
め
ま
し
た
。
市
は「
今
後
、整
備

・
改
修
計
画
を
策
定
す
る
」
と
答
弁
。

　

ま
た
、
む
と
う
議
員
は
学
校
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
「
臭
い
。
使
い
た
く

な
い
」
と
い
う
子
ど
も
達
の
声
を
紹

介
し
な
が
ら
、
国
分
寺
市
な
ど
で
子

ど
も
達
や
教
職
員
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
ト
イ
レ
の
改
修
を
行
っ
た
事
例

を
紹
介
。
調
布
市
で
も
児
童
生
徒
や

現
場
の
声
を
取
り
入
れ
た
改
善
と
、

ト
イ
レ
の
特
別
清
掃
の
回
数
増
や
床

の
ド
ラ
イ
化
を
求
め
ま
し
た
。
市
は

「
今
後
の
改
修
時
に
床
の
ド
ラ
イ
化

等
す
す
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

市
内
商
店
な
ど
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
今
年
か
ら
の
２
か
年
で
「
地

域
共
生
推
進
ふ
れ
あ
い
商
店
補
助
事

業
等
補
助
事
業
」
で
ト
イ
レ
の
洋
式

●
財
源
確
保
や
財
政
規
律
の
問
題
で

は
、
国
や
東
京
都
の
補
助
金
あ
り
き

で
安
易
に
依
存
す
る
財
政
運
営
に
陥

い
ら
な
い
こ
と
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、

市
が
後
期
基
本
計
画
や
そ
の
後
の
１９

年
度
予
算
で
改
善
し
た
こ
と
、
公
共

施
設
を
整
備
す
る
基
金
を
当
初
予
算

　
日
本
共
産
党
は
今
年
３
月

の
予
算
議
会
で
は
一
般
会
計

予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
決
算
議
会
で
は
、

予
算
議
会
で
指
摘
し
て
き
た

問
題
に
つ
い
て
、
調
布
市
が

ど
ん
な
姿
勢
で
の
ぞ
ん
で
き

た
か
審
査
を
行
い
、
総
合
的

に
判
断
し
、
市
の
改
善
の
努

力
を
認
め
「
決
算
認
定
」
と

し
ま
し
た
。

　
討
論
で
述
べ
た
お
も
な
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

雨
宮

　幸
男

一
般
質
問

む
と
う
千
里

一
般
質
問

岸
本
な
お
子

■
調
布
市
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
移
転
後
の
跡
地
活
用
事
業
を
官
民

連
携
事
業
と
し
て
調
布
市
と
し
て
は

初
め
て
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

と
い
う
手
法
を
用
い
て
行
い
ま
す
。

　

雨
宮
議
員
は
、
計
画
の
概
要
と
到

達
点
、
民
間
連
携
事
業
に
よ
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
安
定
性
や
財
務
の
透
明

性
、
行
政
負
担
の
増
加
、
公
共
性
の

持
続
な
ど
の
予
測
さ
れ
る
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
対
策
に
つ
い
て
質
問
。

　

市
は
「
今
後
も
質
の
高
い
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
民
間
事
業

者
と
の
連
携
は
重
要
。
計
画
の
検
討

段
階
で
事
業
内
容
、
経
営
状
況
等
チ

ェ
ッ
ク
。
北
部
地
域
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
目
的
に
、
高
齢
者
福
祉
機

能
を
軸
に
多
世
代
交
流
や
地
域
交
流

に
資
す
る
機
能
な
ど
、
地
域
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
施
設
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

みんなで実現。調布駅前の仮設公衆トイレ

化
な
ど
に
補
助
を
始
め
、
好
評
を
得

て
い
る
事
も
紹
介
さ
れ
、「
今
後
も
商

工
会
や
関
係
部
署
が
連
携
を
し
て
小

規
模
商
店
な
ど
へ
の
支
援
を
進
め
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

■
ま
た
む
と
う
議
員
は
、
市
民
か
ら

の
相
談
を
通
じ

て
、
住
宅
改
修
へ

の
補
助
の
充
実
に

つ
い
て
質
問
。
現

在
、
市
が
実
施
し

て
い
る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
補
助
制
度
」

を
補
助
対
象
や
金
額
を
拡
充
す
る
こ

と
を
提
案
。
ま
た
都
営
住
宅
の
修
繕
、

特
に
お
風
呂
の
修
繕
や
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
は
い
ま
だ
に
個
人
負
担
と
な
っ
て

い
る
事
に
つ
い
て
、
東
京
都
の
負
担

で
実
施
す
る
よ
う
意
見
を
あ
げ
る
べ

き
と
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
東
京
都

市
長
会
を
通
じ
て
、
都
に
要
望
し
て

い
く
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

調
布
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
示
す
べ
き

　ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
官
民
連
携
事
業
を
問
う

児
童
館
の
運
営
委
託
は
急
が
ず
、市
民
意
見
の
反
映
を

　冷
却
施
設
の
建
設
は
住
民
の
不
安
を
取
り
除
く
努
力
を

市
内
全
域
の
ト
イ
レ
設
備
の
改
善
を

　
　

 

公
営
住
宅
の
改
修
へ
の
補
助
充
実
を
求
め
る

化
し
た
こ
と
な
ど
は
評
価
す
る
。

●
人
材
育
成
と
職
員
定
数
に
つ
い
て

は
、
業
務
増
と
複
雑
化
で
現
場
は
激

務
。
定
数
削
減
は
限
界
だ
。
職
員
の

さ
ら
な
る
研
修
体
制
の
充
実
を
。

●
公
契
約
条
例
は
、
毎
年
同
じ
よ
う

な
課
題
が
あ
げ
ら
れ
、
遅
々
と
し
て

進
ん
で
お
ら
ず
、
抜
本
的
な
強
化
を

求
め
る
。

●
公
立
保
育
園
・
児
童
館
の
民
間
活

力
導
入
（
民
間
へ
の
運
営
委
託
）
は
、

拙
速
に
行
わ
ず
、
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
と
と
も
に
公
的
責
任
を
明

確
に
す
べ
き
。
平
成
３０
年
度
は
、
国

の
税
制
改
定
で
保
育
料
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
保
護
者
の
負
担
は
約
２
億

３
千
万
増
え
た
。
今
年
１０
月
か
ら
の

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

市
の
負
担
軽
減
と
い
う
現
状
を
考
慮

し
、
今
後
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
策

拡
充
を
強
く
求
め
る
。

平
成
30
年
度
の

決
算
審
査

平
成
30
年
度
の

決
算
審
査

市
の
努
力
を
認
め
、認
定

市
の
努
力
を
認
め
、認
定


